
　10月6日、町内の3つの幼稚園で運動会がおこな

われ、多くの保護者が見守るなか、園児たちは元気

いっぱい競技に参加しました。 

　東角幼稚園では、玉入れや年齢別のかけっこ、保

護者と一緒の競技などをおこないスポーツの秋を満

喫しました。 

みんなニコニコ運動会 

町民運動会など 
みんなの広場 

みんなで語ろうワークショプの参加者募集など 

平成18年度決算 
まちの家計簿 
当分の間、合併しません 
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平
成
14 
年
に
近
隣
の
7
市
町
（
宇
治
市
・

城
陽
市
・
久
御
山
町
・
宇
治
田
原
町
・
井
手

町
・
八
幡
市
・
京
田
辺
市
）
で
任
意
の
合
併

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
協
議
が
お
こ
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
本
町
で
は
、
合

併
問
題
が
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
の

認
識
の
も
と
、
町
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

こ
な
っ
た
結
果
、
実
に
8
割
以
上
の
人
が
合

併
反
対
の
意
思
表
示
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
本
町
と
し
て
は
7

市
町
で
の
合
併
法
定
協
議
会
へ
進
む
こ
と
を

断
念
し
、
ま
た
、
八
幡
市
・
京
田
辺
市
を
除

く
5
市
町
で
の
合
併
任
意
協
議
会
に
も
参
画

し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
再
び
合
併
の
動
き
が
出
始
め
、

昨
年
の
7
月
に
、本
町
を
除
く
2
市
2
町（
宇

治
市
・
城
陽
市
・
宇
治
田
原
町
・
井
手
町
）

に
お
い
て
、
合
併
任
意
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

協
議
が
進
め
ら
れ
て
き
て
、
最
終
的
に
合
併

ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
本

町
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
合
併
に
対
す
る
関

心
も
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
、
本
町
独

自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
た
め
の
費
用
を
予

算
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

合
併
問
題
は
地
方
自
治
の
根
幹
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
2
市
2
町
の
動
向

を
注
視
す
る
な
か
で
、
本
町
の
住
民
の
み
な

さ
ん
に
合
併
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
改

め
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
て
合
併

に
対
し
て
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
予
定
を

し
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
新
聞
紙
上
で
も
ご
存
じ

の
よ
う
に
、
去
る
8
月
27
日
に
2
市
2
町
の

合
併
協
議
が
決
裂
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
の
も
と
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
前
提

条
件
が
無
く
な
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
目
的
も
明
確
に
し
が
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。
 

本
町
は
、
昭
和
47
年
以
降
こ
ん
に
ち
ま
で
、

引
き
続
き
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
し

て
、
安
定
し
た
財
政
状
況
を
保
っ
て
き
ま
し

た
。
 

今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
も
、

財
政
の
健
全
性
を
見
る
た
め
の
い
く
つ
か
の

指
標
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
、
財
政
力

指
数
や
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
全
国

的
に
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
経
常
収
支
比
率

に
つ
き
ま
し
て
も
、
改
善
の
方
向
が
見
ら
れ
、

ま
た
、
町
税
収
入
も
、
近
年
増
収
の
傾
向
に

あ
る
な
ど
、
幸
い
本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
中
期
的
に
見
ま
し
て
も
、
持
続
可
能

で
、
一
定
自
立
し
た
財
政
運
営
は
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
国
に
お
い
て
は
小
さ
な

政
府
を
め
ざ
し
、
地
方
に
権
限
移
譲
を
お
こ

な
う
な
ど
、
地
方
分
権
は
さ
ら
に
推
進
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
財
政
的
に
は

恵
ま
れ
て
い
て
も
、
久
御
山
町
の
よ
う
な
小

規
模
自
治
体
が
分
権
の
受
け
皿
と
な
り
、
小

さ
く
て
も
政
策
立
案
能
力
を
有
し
た
、
強
く

て
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
発
展
し
て
い
け

る
か
ど
う
か
、
そ
の
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
徹

底
し
た
行
政
改
革
が
で
き
、
住
民
の
協
働
参

画
に
よ
っ
て
自
治
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
な
ど
、
課
題
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
特
に
、
次
の
点
に

留
意
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
強
固
で
持
続
可
能

な
行
財
政
基
盤
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

①
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
 

自
立
し
た
町
政
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
が

不
可
欠
で
す
。
 

具
体
的
に
は
、
昨
年
の
3
月
に
作
成
し
ま

し
た
「
行
政
改
革
大
綱
」
と
、
そ
の
実
行
計

画
で
あ
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
て

い
る
各
種
事
項
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
、

組
織
・
機
構
と
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
部
会
を
設
け
て
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。
 

引
き
続
き
、
改
革
の
推
進
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

②
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
 

主
体
的
で
円
滑
な
行
政
運
営
を
お
こ
な
う

に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
と

の
交
流
な
ど
、
研
修
の
手
法
の
検
討
も
含
め
、

職
員
研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
行

政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

合
併
に
関
す
る 

　
　
こ
れ
ま
で
の
経
過 

合
併
に
関
す
る 

　
　
こ
れ
ま
で
の
経
過 

今
後
の 

　
行
財
政
運
営
に
つ
い
て 

今
後
の 

　
行
財
政
運
営
に
つ
い
て 

合
併
に
関
す
る 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
止 

合
併
に
関
す
る 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
止 

当
分
の
間
、
久
御
山
町
は
合
併
し
な
い
で
、 

　
独
自
の
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す 
当
分
の
間
、
久
御
山
町
は
合
併
し
な
い
で
、 

　
独
自
の
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す 
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③
行
政
と
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
「
協

働
と
連
携
」
に
つ
い
て
 

今
後
10 
年
間
の
本
町
の
最
上
位
の
計
画
と

し
て
、
昨
年
の
4
月
に
策
定
し
た
「
第
4
次

総
合
計
画
」
に
お
き
ま
し
て
、
行
政
と
住
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
協
働
と
連
携
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
行
政
経
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て

い
ま
す
。
 

住
民
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
地

方
分
権
が
一
層
推
進
さ
れ
る
な
か
、
今
後
と

も
強
固
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
の
み

な
さ
ん
の
主
体
的
な
参
加
と
理
解
・
協
力
と

い
っ
た
取
り
組
み
に
加
え
、
行
政
と
住
民
の

み
な
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割

と
責
任
を
明
確
に
し
、
と
も
に
手
を
携
え
て

「
協
働
と
連
携
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

④
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
 

「
協
働
と
連
携
」
を
一
層
促
進
す
る
た
め

に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
行
政
情
報
を
住

民
の
み
な
さ
ん
に
提
供
し
、
お
互
い
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
お

こ
な
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
分
か
り
や
す
い

表
現
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
「
広
報

く
み
や
ま
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な

る
充
実
な
ど
、
よ
り
広
範
囲
な
行
政
分
野
を

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
企
画
財
政
課
 

【補足説明】 
・財政力指数とは 
地方公共団体の財政力の強弱を示す指数で、普通交付税の算定に用
いる基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去3年間
の平均値を用います。 
この指数が「1」に近い（あるいは「1」を超える）ほど財政に余
裕があるとされています。 
・本町の現状について 
本町は昭和47年度以降、常に「1」以上を確保していますが、近
隣市町では、すべて「1」を下回っています。 

財政力指数の比較 （平成１５～１７年度平均） 

【補足説明】 
・経常収支比率とは 
地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標で、人件費、
扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費に充当された
一般財源額が、地方税、地方譲与税などを中心とする毎年度経常的に
収入される一般財源収入の総額に占める割合で示されます。 
町村にあっては、おおむね70％から80％の間が望ましいと言われ
ています。 
・本町の現状について 
本町の平成17年度の経常収支比率は90.9％と京都府下平均の96.0
％よりは低い状況ですが、ここ数年間で80％以上を超える状況が続き、
平成17年度で初めて90％を超えました。なお、平成18年度決算では
1.1％減少し、89.8％となる見込みとなっています。 

経常収支比率の比較 （平成１７年度、単位：％） 

【補足説明】 
・実質公債費比率とは 
地方公共団体における公債費による財政負担の程度を客観的に示す
指標で、実質的な公債費に充当された一般財源額が標準財政規模に占
める割合の過去3年間の平均値を用います。 
地方債協議制度の下では、18％以上の団体は起債の発行に際し、
公債費負担適正化計画を策定し、知事の許可を得なければなりません。
さらに、25％以上の団体については、起債の発行が制限されること
になります。 
・本町の現状について 
本町の平成17年度の実質公債費比率は9.1％と京都府下では一番低
い自治体です。 
本町は実質公債費比率が18％未満であるため、知事に協議し同意
を受ければ、原則として自由に起債を発行することができます。 

実質公債費比率の比較 （平成１５～１７年度平均、単位：％） 

【補足説明】 
・積立金・地方債とは 
積立金とは、財政運営を計画的にするため、または財源の余裕があ
る場合において特定の支出目的のために、財政規模や税収等の程度に
応じ積み立てる金銭をいい、地方自治法上は基金として処理されます。 
地方債とは、地方公共団体が資金調達のために負担する債務であっ
て、その返済が一会計年度を超えておこなわれるものをいいます。 
・本町の現状について 
本町の住民一人当たりの積立金現在高は250千円、地方債現在高は
262千円となって若干借金が多い状況です。 
 
出典／京都府市町村のあらまし 

住民一人当たりの積立金（貯金）と地方債（借金）の比較 （平成17年度末現在高、単位：千円） 
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一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
七
十

三
億
二
千
七
百
四
十
八
万
円
、
歳
出
総
額
七

十
億
一
千
八
十
六
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
い
た
三
億
一
千
六
百
六
十
二
万
円

か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除

し
た
実
質
収
支
は
、
二
億
五
百
六
十
四
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
・
歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と

比
べ
る
と
、
歳
入
で
四
億
九
千
五
百
五
十
八

万
円
（
七
・
三
㌫
）、
歳
出
で
、
三
億
九
千
八

百
四
十
四
万
円
（
六
・
〇
㌫
）
と
そ
れ
ぞ
れ

大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、「
第

4
次
総
合
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
と
し

て
、
積
極
的
な
事
業
の
展
開
を
お
こ
な
っ
た

も
の
で
す
。
 

平
成
十
八
年
度
の
財
政
状
況
は
、
町
税
で

は
、
町
民
税
所
得
割
と
法
人
税
割
で
大
幅
な

増
収
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
で

町
民
税
の
増
収
額
以
上
の
減
収
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
所
得
譲
与
税
や
地
方
消
費
税
交

付
金
な
ど
は
増
加
し
、
町
税
を
含
め
た
一
般

財
源
相
当
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
約
四
千
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
一
般
財
源
に
お
い
て
一
定
の

明
る
さ
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
実
質
単
年
度
収
支

額
は
マ
イ
ナ
ス
二
億
六
千
九
百
五
十
九
万
円

と
な
り
、
前
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
一
億
二
千
三

百
十
七
万
円
と
比
べ
、
赤
字
額
が
増
加
し
ま

し
た
。
 

一
方
、
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
か
ら

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
八
十
九
・
八
㌫
と

な
り
、
こ
れ
は
、
歳
入
で
一
般
財
源
が
増
加

し
た
ほ
か
、
人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
が
前

年
度
と
比
べ
、
約
五
千
九
百
万
円
の
減
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

今
後
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
・
計

画
的
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
第
3

次
行
政
改
革
大
綱
」
や
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
る
行
政
改
革
の
メ
ニ
ュ
ー
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
 

歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
町
税
が
、
前
年

度
と
比
べ
一
千
二
百
九
十
三
万
円
、
〇
・
三

㌫
減
の
四
十
四
億
六
千
九
百
八
十
五
万
円（
歳

入
全
体
の
六
十
一
・
〇
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

地
方
譲
与
税
は
、
所
得
譲
与
税
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
四
十
八
・
〇
㌫
増
の
一

億
九
千
二
百
四
十
八
万
円
と
な
り
、
一
般
財

源
の
地
方
消
費
税
交
付
金
や
配
当
割
交
付
金

な
ど
も
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

国
庫
支
出
金
は
、
主
に
障
害
者
自
立
支
援

▼平成18年度会計別決算額 

差引額（Ａ）―（Ｂ） 

 

 

 

特別会計 

 

 

水道事業会計 

一 般 会 計  

国民健康保険 

三郷山財産区 

老 人 保 健  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

3億1662万円 

4200万円 

64万円 

9万円 

412万円 

3489万円 

477万円 

△1億 455万円 

73億2748万円 

15億5893万円 

6188万円 

12億7839万円 

9億9999万円 

7億4456万円 

5億3313万円 

7922万円 

70億1086万円 

15億1693万円 

6124万円 

12億7830万円 

9億9587万円 

7億 967万円 

5億2836万円 

1億8377万円 

収益的収支 

資本的収支 

会　　計　　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 
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歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件

費
は
、
給
与
改
定
や
退
職
者
の
増
に
よ
り
、

給
料
、
期
末
勤
勉
手
当
な
ど
が
減
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
三
・
二
㌫
減
の
二
十
二
億
一

千
二
百
七
十
六
万
円（
歳
出
全
体
の
三
十
一
・

六
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

物
件
費
は
、
旅
費
が
減
と
な
っ
た
も
の
の
、

賃
金
、
の
っ
て
こ
バ
ス
運
行
事
業
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
六
・
四
㌫
増
の
十
一
億

四
千
七
百
六
十
四
万
円
（
同
十
六
・
四
㌫
）

と
な
り
、
扶
助
費
で
は
、
主
に
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
伴
う
障
害
者
介
護
給
付
費

な
ど
の
増
で
、
前
年
度
と
比
べ
三
・
二
㌫
増

の
五
億
三
千
二
百
二
十
四
万
円
（
同
七
・
六

㌫
）
と
な
り
、
ま
た
、
補
助
費
等
は
、
中
小

企
業
者
の
資
金
借
入
に
係
る
利
子
補
給
金
な

ど
の
増
に
よ
り
、
八
億
二
千
六
百
六
十
八
万

円
（
同
十
一
・
八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

積
立
金
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
に
積
み

立
て
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
一
億
二
千
七
百

六
十
二
万
円
（
同
一
・
八
㌫
）
と
な
り
、
貸

付
金
で
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
の
貸

付
に
係
る
預
託
金
な
ど
に
よ
り
四
千
六
百
二

十
四
万
円
（
同
〇
・
七
㌫
）、
ま
た
、
繰
出
金

は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
で
増

と
な
っ
た
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
な
ど
で
減
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
七
・

五
㌫
減
の
五
億
九
千
六
百
九
十
七
万
円（
同

八
・
五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
で
は
、
新
市

街
地
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
前
年
度
と

比
べ
一
千
四
百
四
十
六
・
四
㌫
の
増
と
な
り
、

単
独
事
業
で
は
、
宮
ノ
川
南
公
園
改
修
工
事

な
ど
を
お
こ
な
い
、前
年
度
と
比
べ
二
十
七
・

八
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、
補
助
事
業

の
大
幅
な
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
六
十

九
・
七
㌫
増
の
九
億
八
千
四
百
八
十
二
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
 

目
的
別
の
主
な
事
業
を
、
次
の
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

関
係
の
負
担
金
や
補
助
金
が
増
と
な
っ
た
ほ

か
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助
金

な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
支
出
金
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
、
五
十
七
・
〇
㌫
増
の

二
億
七
千
九
百
二
十
五
万
円（
同
三
・
八
㌫
）

と
な
り
、
府
支
出
金
は
、
市
町
村
未
来
づ
く

り
交
付
金
や
各
種
児
童
手
当
負
担
金
な
ど
の

財
源
を
確
保
し
、
前
年
度
と
比
べ
三
・
〇
㌫

増
の
二
億
二
千
七
百
五
十
八
万
円
（
同
三
・

一
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

繰
入
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施

設
建
設
基
金
の
繰
り
入
れ
や
三
郷
山
財
産
区

特
別
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
お
こ
な
い
、

前
年
度
と
比
べ
百
九
・
五
㌫
増
の
八
億
四
千

二
百
六
十
五
万
円
（
同
十
一
・
五
㌫
）
と
な

り
ま
し
た
。
 

諸
収
入
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
預

託
金
戻
入
金
な
ど
の
貸
付
金
元
利
収
入
の
減

で
、
前
年
度
と
比
べ
二
十
七
・
五
㌫
減
の
七

千
八
百
九
万
円
（
同
一
・
一
㌫
）
と
な
り
、

町
債
は
、
普
通
建
設
事
業
に
計
画
的
な
起
債

を
お
こ
な
っ
た
も
の
の
、
減
税
補
て
ん
債
や

臨
時
財
政
対
策
債
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
七
・
四
㌫
減
の
三
億
七
千
九
百
六
十
万

円
（
同
五
・
二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

普通建設事業費9億8482万円（14.0％） 

利子割交付金等＝利子割交付金＋配当割交付金＋株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金＋自動車取得税交付金＋交通安全対策特別交付金 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 70億1086万円 

▽歳入内訳 
総額 73億2748万円 

地方特例交付金等 
1億4403万円（1.9％） 

町税 
44億6985万円（61.0％） 

地方譲与税1億9248万円（2.6％） 
利子割交付金等3052万円（0.4％） 
地方消費税交付金3億6078万円（4.9％） 

地方交付税1805万円（0.2％） 

繰越金6948万円（1.0％） 
諸収入7809万円（1.1％） 

町債3億7960万円（5.2％） 

財産収入 
2135万円（0.3％） 

繰入金 
8億4265万円（11.5％） 

寄附金 
4804万円 
（0.7％） 

府支出金 
2億2758万円 

（3.1％） 

国庫支出金 
2億7925万円 

（3.8％） 

使用料及び 
手数料 

9530万円 
（1.3％） 

分担金及び負担金 
7043万円（1.0％） 

人件費 
22億1276万円（31.6％） 

物件費 
11億4764万円 
（16.4％） 

維持補修費5983万円（0.8％） 

扶助費 
5億3224万円 

（7.6％） 

公債費 
4億7606万円 

（6.8％） 

積立金 
1億2762万円 

（1.8％） 

投資及び 
出資金・貸付金 
4624万円 
（0.7％） 

繰出金 
5億9697万円 
（8.5％） 

補助費等 
8億2668万円 
（11.8％） 

（ ） 
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歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務

費
で
は
、「
広
報
く
み
や
ま
」
の
発
行
、
第
4

次
総
合
計
画
書
の
本
編
と
概
要
版
の
作
成
業

務
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
二
十
四
・
八
㌫

増
の
十
二
億
四
千
五
百
二
十
万
円
（
歳
出
全

体
の
十
七
・
八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

民
生
費
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
や
介
護
保
険
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
た
各
種

の
扶
助
事
業
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
用
地

取
得
事
業
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
四
・
三

㌫
増
の
十
五
億
九
千
八
百
三
十
九
万
円
（
同

二
十
二
・
八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

衛
生
費
で
は
、「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の
各

事
業
や
住
民
基
本
健
診
、
ご
み
・
し
尿
に
係

る
城
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
な
ど
で
、
五

億
三
千
七
百
二
十
七
万
円
（
同
七
・
七
㌫
）

と
な
り
ま
し
た
。
 

農
林
水
産
業
費
で
は
、
町
独
自
の
支
援
策

の
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
や
小
規
模

農
業
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
推
進
し
、
一
億

二
千
三
十
七
万
円
（
同
一
・
七
㌫
）
と
な
り
、

商
工
費
で
は
、
商
工
会
補
助
金
や
企
業
立
地

促
進
助
成
金
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

二
十
五
・
五
㌫
増
の
三
億
六
千
五
百
八
十
万

円
（
同
五
・
二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

土
木
費
で
は
、
藤
和
田
2
号
線
道
路
改
良

工
事
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
、
新
市

街
地
整
備
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

前
年
度
と
比
べ
九
・
六
㌫
増
の
八
億
八
千
五

百
六
十
四
万
円
（
同
十
二
・
六
㌫
）
と
な
り

ま
し
た
。
 

消
防
費
で
は
、
消
防
指
令
装
置
の
更
新
や

消
防
用
資
機
材
搬
送
自
動
車
の
購
入
な
ど
を

実
施
し
、
四
億
一
千
六
百
六
十
万
円
（
同
五
・

九
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

教
育
費
で
は
、
東
角
小
学
校
北
校
舎
棟
耐

震
補
強
お
よ
び
改
修
工
事
や
東
角
小
学
校
プ

ー
ル
改
修
工
事
、
御
牧
幼
稚
園
増
築
用
地
の

購
入
、
そ
し
て
、
住
民
負
担
軽
減
策
と
し
て

実
施
し
て
き
た
小
中
学
校
の
学
級
費
・
修
学

旅
行
費
・
校
外
活
動
費
の
補
助
金
や
小
学
校

給
食
費
補
助
金
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
用
地
の
買
戻

し
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
四
・
一
㌫
増
の

十
二
億
二
千
九
百
九
十
二
万
円
（
同
十
七
・

六
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

公
債
費
は
、
利
子
償
還
額
の
減
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
〇
・
七
㌫
減
の
四
億
七
千
六

百
六
万
円
（
同
六
・
八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

議会費 
1億2680万円（1.8％） 

総務費 
12億4520万円（17.8％） 

民生費 
15億9839万円（22.8％） 

衛生費 
5億3727万円（7.7％） 

土木費 
8億8564万円（12.6％） 

教育費 
12億2992万円（17.6％） 

公債費 
4億7606万円（6.8％） 

労働費 
881万円（0.1％） 

農林水産業費 
1億2037万円（1.7％） 

商工費 
3億6580万円（5.2％） 

歳出の 
目的別内訳 

消防費 
4億1660万円（5.9％） 

財政構造を見る二つのバロメーター 
経常収支比率…人件費や扶助費、公債費など経常的な義務的経
費が、税金などの収入に占める割合をいい、70から80㌫程
度が望ましいとされています。 
公債費比率…一年間に返済する町の借入金にかかる元金と利子
の償還額（公債費）が町税などの一般財源に占める割合をい
い、一般的には10㌫以下であると健全、15㌫を超えると要
注意、20㌫以上になると危険といわれています。 

8 

7

14 15 16 17 18年度 

90 

85 

80

％ 
経常収支比率 

公債費比率 

87.6 86.2
88.8

90.9 89.8

7.7
7.3

7.67.98.1

●議会費　議会運営のために使ったお金 

●総務費　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持管

理などの総括的な事務に使ったお金 

●民生費　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営など

の福祉全般の事務や事業に使ったお金 

●衛生費　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活を

送るために使ったお金 

●労働費　勤労者の技能の養成などに使ったお金 

●農林水産業費　農業の振興のために使ったお金 

●商工費　商工業の振興に使ったお金 

●土木費　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計画

事業などに使ったお金 

●消防費　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の運

営などに使ったお金 

●教育費　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習のた

めの費用、町内の体育施設の維持管理などに使

ったお金 

●公債費　建設事業などをおこなうために借り入れたお金

の返済金 
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一般会計の主な支出 （　）は構成比 

議会費　1億2680万円（1.8％） 
議会だよりの発行 298万円 

 

総務費　12億4520万円（17.8％） 
まちの安全パトロール推進事業 41万円 

府衛星通信系防災情報システム整備事業負担 1628万円 

国民保護計画の策定 33万円 

役場庁舎のKES認証取得 65万円 

ふるさとフェア久御山への補助 1188万円 

公会堂等新増改築補助 5974万円 

第4次総合計画書および概要版の作成等 325万円 

「広報くみやま」の発行 1506万円 

 

民生費　15億9839万円（22.8％） 
社会福祉協議会補助 2439万円 

障害者自立支援給付 1億4064万円 

障害者地域生活支援事業 1785万円 

健康センター運動指導事業 1827万円 

居宅サービス等利用者負担額助成事業 634万円 

敬老金の支給 2047万円 

老人医療費給付事業 1152万円 

福祉医療費支給事業 2983万円 

乳幼児医療費支給事業 3016万円 

子育て支援プランの推進 415万円 

子育て支援センター用地購入・設計業務 4643万円 

就学前教育（幼保一体化）の充実…保育所 1014万円 

 

衛生費　5億3727万円（7.7％） 
成人・老人保健事業 3369万円 

母子保健事業 816万円 

健康づくり推進事業 137万円 

再生資源集団回収事業補助 522万円 

不燃ごみ収集運搬委託 3595万円 

可燃ごみ・不燃ごみの処理 1億5231万円 

し尿収集および処理 6760万円 

 

農林水産業費　1億2037万円（1.7％） 
水田におけるジャンボタニシの防除対策事業 123万円 

久御山ブランド推進事業補助 155万円 

担い手育成総合支援協議会補助 146万円 

水田農業構造改革対策事業補助 1631万円 

国営附帯府営農地防災事業負担 495万円 

下津屋地区小規模農業基盤整備事業 963万円 

商工費　3億6580万円（5.2％） 
商工会補助 1984万円 

中小企業者資金借入保証料補給 4873万円 

中小企業者資金借入利子補給 6290万円 

中小企業低利融資制度（マル久制度） 3500万円 

企業立地促進助成 1億7240万円 

 
土木費　8億8564万円（12.6％） 
藤和田2号線道路整備等 1億1923万円 

道路維持補修等 3778万円 

河川・排水路整備等維持補修 1119万円 

都市下水路整備等 3025万円 

新市街地整備事業 9295万円 

公共交通「のってこバス」運行事業 4015万円 

ポケットパーク整備事業（藤和田） 3021万円 

宮ノ川南公園改修事業 2227万円 

 
消防費　4億1660万円（5.9％） 
消防団員研修 283万円 

消防団員の被服更新 282万円 

消防水利の増強整備 153万円 

消防機械器具等の整備 724万円 

 

教育費　12億2992万円（17.6％） 
修学旅行費など保護者負担の軽減 2424万円 

就学前教育（幼保一体化）の充実…幼稚園 1373万円 

AET配置等の国際理解教育の充実 1670万円 

学校等施設耐震診断業務 1423万円 

小学校、幼稚園門扉整備 559万円 

東角小学校北校舎棟耐震補強および改修工事 9272万円 

東角小学校プール改修工事 8048万円 

久御山中学校北校舎棟屋上防水改修工事 458万円 

生涯学習事業 341万円 

留守家庭児童育成事業 3079万円 

図書館サービスの向上 3411万円 

ゆうホール用地買戻し 1億137万円 

中央公民館維持管理工事 1242万円 

生涯学習関連施設等管理運営 1億5010万円 

　　　　 

公債費　4億7606万円（6.8％） 
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　10月7日、穏やかな秋空のなか、第41回久御山町民運

動会が中央公園でおこなわれ、約3,000人がさわやかな

汗を流しました。 

　自治会対抗種目の綱引きや男女別対抗リレー、一般種目

のざる引き、幼児保護者のレースなど各競技で熱戦が繰り

広げられ、相島自治会が総合優勝しました。 

　ギネスに挑戦するリレーボールは、久御山町記録を持つ

栄3・4丁目が王者の座を守り優勝。一方、玉入れでは、

野村が1個差で栄3・4丁目に競り勝ち優勝しました。 

　自治会対抗種目の結果は、次のとおりです。 

【総合成績】①相島　②野村　③栄3・4丁目 

【リレーボール】①栄3・4丁目　②野村　③相島 

【玉入れ】①野村　②栄3・4丁目　③相島 

【女子対抗リレー】①東一口　②東佐山団地　③林 

【男子対抗リレー】①東一口　②相島　③北川顔 

【綱引き】①藤和田　②相島　③下津屋 

中央公園 

第41回町民運動会 

相島自治会が総合優勝 

▲白熱した女子対抗リレー ▲くみやま音頭 

▲力いっぱい綱引き 

▲ギネスに挑戦玉入れ 

▲ギネスに挑戦リレーボール 

▲息を合わせて大なわとび 

▲頼もしい応援団 

▲幼児保護者のレース 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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2007 Kumiyama2007 Kumiyama

久御山中学校合唱コンクール 
（10月12日・中央公民館） 

御牧小学校　稲刈り（10月11日・学校田） 



市原　春ちゃん 
いちはら　　はる 

（平成18年5月7日生） 
これからも元気に育ってください。 

栄　父　直児さん・母　智子さん 

野口宮司を先頭に、厳かな雰囲気で歩く当家ら 屋内消火栓操法に取り組む参加者 

　10月10日、中央公園で、第18回久御山町自衛消防隊

訓練大会がおこなわれ、19事業所から約100人が参加し

ました。 

　この大会は、町内の各事業所の自衛消防隊の技能向上と

自主防火体制の強化を図ることを目的に、町危険物安全協

会と町防火管理連絡協議会が実施。男女ごとの消火器操法

をはじめ屋内消火栓操法、屋外消火栓操法の3種目に取り

組み、参加者は、初期消火の重要性を再認識しました。 

玉田神社（森） 

還幸祭 

厳かに秋の祭礼 防火体制の強化を図る 

自衛消防隊訓練大会 
中央公園 

　五穀豊穣と地域住民の幸せを願い、秋祭りが町内の各神

社でおこなわれました。 

　森の玉田神社では、10月5日の神幸祭に続き、9日に

は御輿に乗った神霊を本社に移して秋の祭礼を締めくくる

還幸祭がおこなわれました。 

　烏帽子、狩衣装束に身を包んだ八つの宮座の当家らが、

提灯が立ち並ぶ参道を練り歩き、その姿は、華麗な時代絵

巻のようでした。 

平成19年9月15日から10月14日までの受付分（敬称略） 

み　こし 

え　ぼ　し　　　かりぎぬ 

ちょうちん 
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2007 Kumiyama

2007 Kumiyama2007 Kumiyama

骨粗しょう症予防教室（10月17日・ゆうホール） 
佐山幼稚園　いも堀り 

（10月15日・北
川顔4Hクラブ農

場） 町政を見る会（10月21日・町消防本部） 



∧
特
選
∨
 

　
田
口
　
由
唯
　
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

　
金
児
　
悠
真
　
　
東
角
小
学
校
　
　
2
年
 

　
日
　
ち
ひ
ろ
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
樋
口
　
晴
香
　
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

∧
入
選
∨
 

　
児
嶋
　
達
弥
　
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

　
坂
井
　
眞
桜
　
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

　
澤
野
　
真
吾
　
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

　
松
尾
　
海
青
　
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

　
芝
田
　
　
綾
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
林
　
　
奈
波
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
田
中
　
志
穂
　
　
久
御
山
中
学
校
　
１
年
 

  ∧
特
選
∨
 

そ
の
一
ぴ
ょ
う
　み
ん
な
の
代
表
　え
ら
び
ま
す
 

 
　
　
　
　岡
本
　
侑
樹
　御
牧
小
学
校
3
年
 

行
っ
て
み
よ
う
！
　行
か
な
き
ゃ
何
も
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
ま
ら
な
い
 

 
　
　
　
　村
田
　
侑
司
　御
牧
小
学
校
3
年
 

選
挙
は
ね
　み
ん
な
の
く
ら
し
　さ
さ
え
て
る
 

　
　
　
　
　久
乘
　
有
那
　御
牧
小
学
校
5
年
 

一
票
で
　す
て
き
な
明
日
と
　明
る
い
未
来
 

　
　
　
　
　内
田
　
和
紗
　御
牧
小
学
校
6
年
 

大
事
で
す
　未
来
を
き
め
る
　そ
の
一
票
 

　
　
　
　
　二
木
　
知
亮
　御
牧
小
学
校
6
年
 

一
票
一
票
　明
る
い
未
来
へ
　つ
な
ぐ
道
 

　
　
　
　
　足
立
　
美
晴
　佐
山
小
学
校
6
年
 

届
け
よ
う
　あ
な
た
の
願
い
　選
挙
で
ね
 

　
　
　
　
　大
西
　
諄
也
　佐
山
小
学
校
6
年
 

選
挙
権
　せ
っ
か
く
あ
る
の
に
　捨
て
な
い
で
 

　
　
　
　
　　
田
　
桃
子
　佐
山
小
学
校
6
年
 

そ
の
一
票
　あ
し
た
を
き
め
る
　意
思
表
示
 

 
　
　
　
　岩
崎
　
伸
　　
東
角
小
学
校
5
年
 

き
け
ん
せ
ず
　必
ず
行
こ
う
よ
　投
票
所
 

 
　
　
　
　長
村
　
燎
　　
東
角
小
学
校
5
年
 

 

あ
な
た
が
決
め
る
そ
の
一
票
 

　
 
 
 
 
 
 
 
き
っ
と
未
来
が
輝
く
よ
 

 
　
　
　
　高
橋
　
茜
　　
東
角
小
学
校
6
年
 

そ
の
一
票
　じ
ぶ
ん
に
で
き
る
　意
思
表
示
 

　
　
　
　
　山
田
　
草
太
　東
角
小
学
校
6
年
 

選
挙
権
　せ
っ
か
く
も
ら
っ
た
　権
利
だ
よ
 

 
　
　
　
　上
田
　
凌
　久
御
山
中
学
校
3
年
 

そ
の
一
票
　輝
く
明
日
を
　決
め
る
も
の
 

　
　
　
　小
齊
平
知
里
　久
御
山
中
学
校
3
年
 

投
票
し
よ
う
　大
事
な
大
事
な
　せ
ん
き
ょ
だ
よ
 

　
　
　
　須
原
　
航
大
　久
御
山
中
学
校
3
年
 

こ
の
国
を
　つ
く
っ
て
い
く
の
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
一
票
 

　
　
　
　
　村
　
有
沙
　久
御
山
中
学
校
3
年
 

大
事
だ
よ
　あ
な
た
の
意
見
　一
票
に
 

　
　
　
　田
中
　
舞
　
久
御
山
中
学
校
3
年
 

大
切
に
　あ
な
た
の
一
票
　あ
な
た
の
未
来
 

　
　
　
　寺
井
　
千
加
　久
御
山
中
学
校
3
年
 

も
っ
た
い
な
い
　ム
ダ
に
せ
ん
と
き
　選
挙
権
 

　
　
　
　平
山
あ
き
ら
　久
御
山
中
学
校
3
年
 

【
特
選
】
金
児
　
悠
真 

【
特
選
】
日
　
　
ち
ひ
ろ 

【
入
選
】
芝
田
　
綾 

【
入
選
】
林
　
奈
波 

【
入
選
】
田
中
　
志
穂 

【特選】田口　由唯 

【特選】樋口　晴香 

【入選】児嶋　達弥 

【入選】坂井　眞桜 

【入選】澤野　真吾 

【入選】松尾　海青 

たくさ
んのご

応募 

　あり
がとう

 

　　ご
ざいま

した 町明るい選挙推進協議会（立岡陽太郎会長）では、明るい選挙啓発ポ
スターと標語審査会を9月18日に開催。応募のあったポスター86点、
標語482点を厳正に審査し、ポスター部門で特選4点、入選7点、標語
部門で特選19点を選びました。 
両部門の特選作品23点は京都府の2次審査に出品し、ポスター部門で
日　ちひろさんが京都府明るい選挙推進協議会会長賞に、田口由唯さん
が佳作に選ばれ、標語部門では、　村有沙さんが京都府明るい選挙推進
協議会会長賞、高橋茜さんが優秀賞に選ばれました。 
特選・入選作品は、町民文化祭で展示するほか、明るい選挙の啓発に
活用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略・順不同＝ 

ポ
ス
タ
ー
部
門

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

ポ
ス
タ
ー
部
門

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

標
語
部
門

標
語
部
門
 

標
語
部
門

標
語
部
門
 

標
語
部
門
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先
の
戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
戦
没

者
の
人
々
へ
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼

式
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

式
典
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
遺
族
の
人
々
を
は
じ
め
、

多
く
の
み
な
さ
ん
も
参
列
し
て
く
だ
さ
い
。
 

会
場
へ
は
、
左
表
の
と
り
、
臨
時
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
バ
ス
停

か
ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
第
１
部
…
追
悼
式
典
、
第
2
部
…
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ザ
・
ぼ
ん
ち
の
漫
才

や
歌
謡
浪
曲
・
コ
ミ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

今
年
も
、
11 
月
23
日
-
に
「
ふ
る
さ
と
フ

ェ
ア
久
御
山
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

農
業
や
商
業
、
工
業
、
一
般
の
各
エ
リ
ア
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
や
展
示
、
即
売

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
宮
川
大
助
・
花

子
」、「
麒
麟
」
の
漫
才
や
「
笑
福
亭
晃
瓶
と

そ
の
一
門
」
に
よ
る
お
笑
い
シ
ョ
ー
、「
山

本
陽
子
」
歌
謡
シ
ョ
ー
、「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン

ス
タ
ー
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
フ
ェ
ア
実
施
委
員
会
（
産
業

課
内
）
 

くみやまマラソン実施委員会では、第18回くみやまマラ
ソンの参加者を募集しています。 
マラソンの部は、記録と入賞を目指し、1.5㎞・3㎞・5㎞・
10㎞に挑戦してください。ジョギングの部は、3～5㎞のコ
ースに気軽に参加してください。 
名物となった具だくさんの「ぶた汁」もあります。 
日時／平成20年1月27日a　午前9時30分から（雨天決行） 
場所／木津川サイクリングロード（役場スタート・ゴール） 
申し込み・問い合わせ／11月23日-までに、公共施設など
に備え付けの申込書にご記入のうえ、参加費を添えて同
実施委員会事務局（総合体育館内）10774（44）2205
または社会教育課へ。 

 
▼ボランティアスタッフも募集 
大会運営の「カナメ」として、走路監察・給水・会場スタ
ッフとして選手をサポートしませんか？ 
お手伝いいただける人は、同実施委員会事務局（総合体育
館内）へお申し込みください。 
みなさんのご協力をお願いします。 
問い合わせ／同実施委員会事務局（総合体育館内） 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

標
語
部
門
 

標
語
部
門
 

と
 
き
　
11
月
16
日
（金）
 
午
後
１
時
か
ら
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

中
央
公
園
 

11

23
月 

日 

祝 

午
前
9
時
３０
分
〜
午
後
3
時
 

とき 

ところ 

第18回 

１２：００ 

１２：０５ 

１２：０７ 

１２：０９ 

１２：１０ 

１２：１３ 

１２：２０ 

１２：２３ 

１２：２５ 

１２：００ 

１２：０３ 

１２：０８ 

１２：１０ 

１２：１３ 

号車 場　　　所 
発車 
時刻 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

相島北バス停 

東一口　ローソン西側 

前川橋バス停 

排水機場前バス停 

西一口バス停 

中島バス停 

大橋辺公民館向側 

北川顔バス停（大久保行） 

藤和田バス停（大久保行） 

市田バス停（淀行） 

鈴間バス停（淀行） 

村東バス停（淀行） 

御牧バス停（淀行） 

坊ノ池バス停（淀行） 

１２：１７ 

１２：１０ 

１２：１３ 

１２：１０ 

１２：１３ 

１２：１８ 

１２：１０ 

１２：０５ 

１２：０７ 

１２：１０ 

１２：１３ 

１２：１５ 

１２：２０ 

１２：２３ 

号車 場　　　所 
発車 
時刻 

２ 

 
３
 

 

４ 

 

５ 

 

 

 
６ 

相島西バス停 

林バス停（淀行） 

佐山バス停（淀行） 

 

 

佐山東代バス停（淀行） 

佐山小学校前 

新成田バス停（ジャスコ行） 

栄町バス停（ジャスコ行） 

西栄町バス停（ジャスコ行） 

佐古バス停（ジャスコ行） 

 

下津屋口バス停（淀行） 

下津屋バス停（淀行） 

 

臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表 

久御山団地バス停 
ロータリー 
久御山団地南バス停 
（東側） 

工業団地バス停 
（五差路南側） 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
育
て
支
援
や
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
月
一
つ
の
居
場
所
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
を

数
多
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、

各
小
学
校
の
留
守
家
庭
児
童
保
育
「
仲
よ
し

学
級
」
の
対
抗
戦
と
な
る
「
3
小
学
校
交
流

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
で
す
。
 

各
小
学
校
の
仲
よ
し
学
級
に
通
う
児
童（
１

〜
4
年
生
）
を
対
象
に
、
交
流
・
親
睦
を
深

め
る
た
め
に
、
開
か
れ
ま
す
。
 

夏
休
み
に
は
、「
仲
よ
し
学
級
交
流
会
」

を
開
い
て
映
画
を
楽
し
ん
だ
り
、
け
ん
玉
大

会
で
そ
の
技
術
を
競
っ
た
り
し
て
交
流
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
今
年
の
冬
休
み
に
は
、
「
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
」
を
12 
月
25
日
に
久
御
山
町
総

合
体
育
館
で
開
き
、
交
流
し
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
い
る

姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
の
声
 

・
応
援
の
声
が
す
ご
か
っ
た
し
、
が
ん
ば
れ

た
。
 

・
負
け
た
け
ど
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
か

ら
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
た
。
 

昨
年
、
子
ど
も
と
参
加
し
た
保
護
者
の
声
 

・
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
練
習

を
し
て
い
た
の
で
、
が
ん
ば
っ
た
よ
う
で

す
が
負
け
た
よ
う
で
、
来
年
は
も
っ
と
が

ん
ば
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
 

・
優
勝
し
て
意
気
揚
々
と
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

仲
よ
し
で
は
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
て
い

る
よ
う
で
、
楽
し
そ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。
 

主
催
者
の
声
 

・
毎
年
恒
例
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
、
み

ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
の
一
つ

で
す
。
学
校
の
休
み
時
間
で
も
遊
び
の
中

で
よ
く
や
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
遊
び
と
大
会
が
結
び
つ
く
こ
と
は
良

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

・
子
ど
も
同
士
の
触

れ
合
い
を
深
め
る

た
め
の
3
学
級
交

流
行
事
で
す
が
、

目
を
輝
か
せ
て
取

り
組
む
姿
に
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を

感
じ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会

教
育
課
 

標語の部 標語の部 

キャラクターの部 キャラクターの部 

＜教育長賞＞ 
　ぐっすり　ぱっちり　パ～クパク！　　　　　　稲村　太希　佐山保育所 

＜新しい歴史に向かって走ろう久御山町町民運動推進協議会会長賞＞ 
　早おきは　気分そうかい　いい気持ち　　　　　村田　拓也　御牧小学校　6年 

＜久御山町健康づくり推進協議会会長賞＞ 
　おいしいよ！！　おなかのなかも　ニッコニコ　笹尾　泰生　東角小学校　2年 

町では、食育推進事業のひとつと
して、「早寝　早起き　朝ごはん」に
関するキャラクターと標語を募集し
たところ、キャラクターの部464点、
標語の部373点の応募がありました。 
多数のご応募をいただきありがと
うございました。 
厳正に選考しました結果、次のと
おり決定しました。 
受賞された6作品については、11
月23日-の「ふるさとフェア久御山」
で表彰する予定です。 
なお、キャラクターについては、
一部アレンジして今後の啓発に使用
します。　　　　　　　＝敬称略＝ 
問い合わせ／学校教育課 

内田　吏織 
　御牧小学校　1年 

古川結香子 
　久御山中学校　3年 

久御山町健康づくり 推進協議会会長賞 
新しい歴史に向かって 
走ろう久御山町町民運 
動推進協議会会長賞 奥村　存斗 

　佐山小学校　3年 

＜町長賞＞ 
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食
事
は
、
健
や
か
な
心
と
体
の
発
達
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
営
み
で
す
。
小
さ
い
頃
か

ら
、
食
事
の
大
切
さ
を
意
識
し
、
豊
か
な
食

事
の
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
人

は
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
楽
し
い
食
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

   
〜
食
卓
こ
そ
家
族
の
 

 
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
〜
 

 
◆
孤
食
・
個
食
の
問
題
 

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
毎
日
の
食
事
の
と
り
方
な
ど
も
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
も
、
家
族
が
別
々
の
時
間
に
ひ

と
り
で
食
べ
る
「
孤
食
」
や
家
族
が
そ
れ
ぞ

れ
別
々
の
も
の
を
食
べ
る
「
個
食
」
の
増
加

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

「
孤
食
」
で
は
、
食
欲
も
わ
か
ず
、
誰
と

も
会
話
し
な
い
た
め
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
が
失
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
個

食
」
で
は
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
、
健
康

な
生
活
に
求
め
ら
れ
る
各
種
栄
養
の
不
足
や

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

と
く
に
子
ど
も
の
「
孤
食
」
は
、
長
じ
て

「
欠
食
」
を
招
く
要
因
の
1
つ
で
す
。
 

最
近
、
20
〜
30
歳
代
の
若
者
を
中
心
に
朝

食
の
欠
食
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
朝
食

を
抜
く
若
者
の
3
人
に
一
人
が
、
欠
食
の
始

ま
り
を
「
小
・
中
・
高
校
時
代
か
ら
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
 

 
◆
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
 

単
身
赴
任
や
、
共
働
き
の
増
加
な
ど
、
家

族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
で
き
な
い
現
代
社
会
の

現
状
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
 

し
か
し
、
子
ど
も
は
、
家
族
み
ん
な
で
食

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
こ
と

が
高
齢
者
の
「
孤
食
」
に
つ
い
て
も
い
え
ま

す
。
 

私
た
ち
に
と
っ
て
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
家

族
や
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
こ
そ
、
最
大
の
ご
ち
そ
う
で
あ
り
、
人

間
ら
し
い
営
み
な
の
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

冬物が、クリーニングから戻ってきたときや春に出した
冬物を秋になって着ようとして異常を見つけ、「全体にし
みがついた」などのトラブルになることが多いようです。 
◆クリーニングトラブルを避けるために 
①クリーニングに出す前の状態をチェックする 
クリーニングに出す際に、点数や種類、品物の状態な
どをクリーニング店と一緒に確認することが大切です。 
また、パーマ液がついたままクリーニングに出すとし
みになることがありますので、すぐに水で洗い流しまし
ょう。 
②仕上がったら早く引き取ってチェックする 
紛失の原因は、クリーニング店が仕上がり品を顧客へ
引き渡す際に発生するミスと言われています。 
自分のものであることを確認して受け取りましょう。 

③収納時にはカバーを外す 
仕上がり品にかけられているカバーには酸化防止剤が
使われていますが、それが排気ガスなどに含まれる窒素
酸化物と反応して、中の衣類が黄変することがあります。 

④石油臭があるときは着用しない 
仕上がり品に残っていたクリーニング溶剤が皮膚につ
いて「化学やけど」を起こすことがあります。すぐ、カ
バーから出して石油臭などがしないか確認しましょう。 
においがある場合は再処理を依頼するか、においがな
くなるまで風通しのよい屋外で陰干しをしましょう。 
◆事故が発生したときは 
ＳマークやＬＤマークを掲示している店では、預かった
品物に損傷を与えた場合、クリーニング事故賠償基準をも
とに適正に対処することになっています。 
この基準は業界の自主基準ですが、ＳマークとＬＤマー
クがない店でもこの基準を目安に問題解決を図りましょう。 
おかしいことに気づいた時は、すぐにクリーニング店に
連絡しましょう。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず、京都府消費
生活科学センター1075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工観光室10774（21）2103または産業課へご
相談ください。

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

標語の部 

キャラクターの部 
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
介
護
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
 

高
室
成
幸
監
修
 

社
会
的
理
解
が
深
ま
り
、
定
着
の
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
介

護
保
険
。
本
書
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
利
用
料
な
ど
、
利
用
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
詳
し
く
紹
介
 

「
介
護
保
険
の
基
本
と
仕
組
み
が
よ
〜
く
わ
か
る
本
」
 

生
島
ヒ
ロ
シ
著
 

家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
、
入
浴
、
食
事
の
介
助
、
家
の
改
造
、

介
護
保
険
、
ヘ
ル
パ
ー
と
の
連
携
な
ど
、
著
者
の
体
験
エ
ッ
セ
イ
を

紹
介
 

「
み
ん
な
の
介
護
入
門
」
 

学
研
発
行
 

お
年
よ
り
の
心
や
体
を
理
解
し
、
ま
ち
の
中
や
食
事
で
の
サ
ポ
ー

ト
の
仕
方
な
ど
、
介
護
の
基
本
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
私
に
も
で
き
る
介
護
の
お
手
伝
い（
全
4
巻
）」
児
童
書
 

∧『
介
護
』
を
考
え
る
∨
 

図
書
館
で
は
、
町
民
文
化
祭
（
出
店
の
部
）
で
、
保
存
年
限

の
過
ぎ
た
雑
誌
の
無
償
提
供
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
4
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
　
 

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場
 

提
供
雑
誌
／
平
成
16 
年
11 
月
か
ら
18 
年
10 
月
末
ま
で
の
32
タ
イ

ト
ル
 

※
提
供
部
数
は
制
限
な
し
。
た
だ
し
、
同
一
タ
イ
ト
ル
は
一
人

3
冊
ま
で
。
 

奥村　存斗　佐山小学校　3年 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
は
た
ら
き
も
の
の
ナ
マ
ケ
モ
ノ
 

（
斉
藤
洋
作
）
 

日
曜
日
に
な
る
と
僕
の
前
に
あ
ら
わ

れ
る
は
た
ら
き
も
の
の
ナ
マ
ケ
モ
ノ
。

何
回
目
か
の
日
曜
日
、
今
度
は
オ
オ
ア

リ
ク
イ
が
や
っ
て
き
た
。
 

★
は
れ
と
き
ど
き
ア
ハ
ハ
 

（
矢
玉
四
郎
作
）
 

ぼ
く
は
畠
山
則
安
、
小
学
三
年
生
。

ア
ハ
ハ
エ
ン
と
い
う
遊
園
地
に
招
待
さ

れ
た
。
楽
し
す
ぎ
て
、
ア
ハ
ハ
と
笑
い

が
い
っ
ぱ
い
！
 

★
ビ
タ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
 

（
雫
井
脩
介
著
）
 

警
視
庁
の
新
米
刑
事
・
佐
原
夏
輝
。

刑
事
の
父
親
に
反
発
し
な
が
ら
も
、
同

じ
道
を
歩
み
始
め
た
息
子
の
夏
輝
。
そ

ん
な
時
、
事
件
は
起
こ
っ
た
。
 

作り方 

①　鶏肉は厚さをそろえて一口大に切
り、塩と酒をふっておきます。 

②　ししとうは中ほどに1㎝位の切り
込みを入れておきます。 

③　フライパンに油を熱し、①の鶏肉
を入れて両面を焼きます。空いた場
所で②の野菜を入れて、色よく焼き、

取り出します。 
④　肉が焼けたら火を止め、スライス
チーズをのせてふたをします。 

⑤　小鍋にAを合わせて煮立てて、と
ろみをつけます。 

⑥　④のチーズが溶けたら皿に盛り、
③の野菜を添えて、⑤のあんをかけ
て出来上がりです。 食生活改善推進員協議会「久味の会」 

203㌔カロリー／1人分 

鶏のチーズ焼きあんかけ 

106鶏むね肉 
塩 
酒 
ししとう 
サラダ油 
スライスチーズ 

････････････････300グラム 
････････････････････････2つまみ 
････････････････････････大さじ1 

･･････････････････････12本 
･･････････････････････適量 

･･････････････････4枚 

■材料（4人分） 

雑
誌
を
無
償
提
供
し
ま
す
 

★
い
つ
か
陽
の
あ
た
る
場
所
で
 

（
乃
南
ア
サ
著
）
 

近
所
の
噂
話
に
ビ
ク
ッ
と
し
、
警
察

官
の
姿
を
見
て
は
ド
キ
ッ
と
す
る
。
彼

女
ら
に
は
人
に
い
え
な
い
過
去
が
あ
っ

た
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

･･････････････････120ml 
････････････大さじ1／2 
･････････････････小さじ1 
････････････････小さじ1 

････････････････････大さじ1

　　だし汁 
　　しょうゆ 
Ａ　みりん 
　　片栗粉 
　　水 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

5
日
b
・
12
日
b
・
19
日
b
・
26
日
b
・

30
日
f
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子
育
て
の
こ
と
に
つ
い
て
、
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
と
町
長
が
語
り
合
う
「
み
ん
な
で
 

語
ろ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
11 
日
a
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
 

※
広
報
く
み
や
ま
10 
月
15 
日
号
で
、
場
所
を

「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
右
記
に
変
更
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
就
学
前
児
童
を

養
育
中
の
人
 

定
員
／
先
着
20
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

／
11 
月
5
日
b
ま
で

に
、
広
報
行
政
課
へ
。

電
話
可
 

※
保
育
ル
ー
ム
を
用
意
し

ま
す
。
 

  
町
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」
で
は
、

消
費
者
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を
図
る
た
め
、

野
菜
生
産
農
場
の
見
学
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
頃
、
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
農
場
を

見
学
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
17 
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
頃
 

集
合
場
所
／
同
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」（
ジ
ャ

ス
コ
久
御
山
店
駐
車
場
内
）
前
 

内
容
／
野
菜
生
産
農
場
の
見
学
、
生
産
者
と

の
意
見
交
換
会
 

定
員
／
先
着
30
人
（
小
学
生
未
満
は
不
可
）
 

費
用
／
大
人
5
0
0
円
、
小
・
中
学
生
2
5
 

　
　
0
円
 

申
し
込
み
／
11 
月
15 
日
e
ま
で
の
毎
日
、
午

前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
間
に
、

同
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」
1
0
7
5 （
6
 

　
　
3
2
）
7
7
7
7
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
直
売
所
運
営
協
議
会
事
務

局
（
産
業
課
内
）
 

※
参
加
者
に
は
参
加
費
用
相
当
額
の
お
土
産

を
用
意
し
ま
す
。
 

図
書
館 

み
ん
な
で
語
ろ
う
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

「
旬
菜
の
里
」
農
場
見
学
会
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ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
29
日
e
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4

時
頃
 

対
象
／
在
宅
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
常
時

直
接
介
護
し
て
い
る
人
 

内
容
／
社
会
見
学
と
交
流
会
 

行
き
先
／
聖
林
寺
と
談
山
神
社
（
奈
良
県
桜

井
市
）
 

定
員
／
先
着
15 
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
14 
日
d
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
。
 

  
町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
少
し
で
も
多

く
の
人
た
ち
と
と
も
に
環
境
負
荷
の
少
な
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
8
日
g
　
午
前
9
時
か
ら
 

※
中
央
公
民
館
前
に
午
前
9
時
ま
た
は
総
合

体
育
館
前
に
午
前
9
時
15 
分
に
集
合
 

場
所
／
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
パ
ル
ス
プ

ラ
ザ
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
 

内
容
／
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
3
開
催
10 
周
年
記
念
〜
脱
温
暖
化
！
 

　
　
活
か
そ
う
地
域
力
、
広
げ
よ
う
京
都
か

ら
」
を
約
2
時
間
見
学
 

※
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
す
る
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

U
R
L

　http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/ 

kankyofes/ 

定
員
／
先
着
25
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。
 

  
   平

成
19 
年
11 
月
21
日
を
調
査
日
と
し
て
、

総
務
省
の「
平
成
19 
年
全
国
物
価
統
計
調
査
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
消
費
者
が
購
入
す
る
主
な

商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
、
物
価
の
店
舗
間
格
差
、

銘
柄
間
格
差
、
地
域
間
格
差
な
ど
価
格
差
の

実
態
を
解
明
し
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

11 
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
京
都
府

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
調
査
対

象
に
選
ば
れ
た
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

 
 税

を
身
近
に
感
じ
、
税
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
11 
月
11 
日
か
ら

17 
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、

税
務
署
を
中
心
に
税
に
対
す
る
広
報
・
広
聴

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
「
税
金
で
で
き

て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画

展
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
 

時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  「
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
お
困
り
の

人
、
福
祉
制
度
の
利
用
や
社
会
参
加
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
悩
み
や
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
15 
日
e
　
午
前
10 
時
30
分
〜
午

後
3
時
30
分
 

場
所
／
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー

も
に
ぃ
」（
城
陽
市
枇
杷
庄
中
奥
田
）
 

内
容
／
①
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

②
見
え
に
く
い
人
の
た
め
の
機
器
や
道

具
な
ど
の
紹
介
や
ア
ド
バ
イ
ス
 

相
談
員
／
（福）
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
（福）
紫
野

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
各
職
員
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
9
日
f
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
町
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の

満
70
歳
以
上
（
9
月
１
日
基
準
）
の
人
に
、

敬
老
金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
人
は
、
支

給
決
定
通
知
書
（
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま

す
）
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
11 
月
30
日
f

ま
で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

全
国
物
価
統
計
調
査
 

視
覚
障
害
者
相
談
会
 

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に
 

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展
 

家
族
介
護
者
交
流
事
業
 

地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
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町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布

団
、
掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的

な
管
理
が
困
難
な
人
（
同
世
帯
に
管
理

が
で
き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
）
 

対
象
と
な
る
寝
具
／
敷
布
団
１
枚
、
掛
布
団

１
枚
、
毛
布
１
枚
 

費
用
／
敷
布
団
１
9
0
円
、
掛
布
団
１
9
0

円
、
毛
布
70
円
 

回
収
日
／
11 
月
21
日
d
（
回
収
し
ま
す
）
 

納
品
日
／
11 
月
28
日
d
（
配
達
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
9
日
f
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
毒
物
・
劇
物
は
、
農
薬
・
燃
料
・
洗
剤
等

わ
た
し
た
ち
の
身
近
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
人
体
へ
の
影
響
が
強
い
こ
と
か
ら
取
扱

い
の
際
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
 

毒
物
・
劇
物
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
正
し
い
使
用
・
保
管
・
廃
棄

を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
盗
難
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
鍵
の
か
か
る
専

用
の
保
管
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
 

・
容
器
、
保
管
場
所
に
は
「
医
薬
用
外
毒
物
」、

「
医
薬
用
外
劇
物
」
と
正
し
く
表
示
し
ま

し
ょ
う
。
 

・
食
物
の
容
器
に
は
、
絶
対
に
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
廃
棄
は
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
お
こ
な
い

ま
し
ょ
う
。
 

・
常
に
在
庫
を
確
認
し
、
万
が
一
、
盗
難
に

あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し

ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
毎
月
第
2
水
曜
日
に
使
用
済
み

て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
 

自
治
会
ご
と
の
指
定
回
収
場
所
に
回
収
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
午
前
8
時
30
分

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

キ
ャ
ッ
プ
で
栓
が
で
き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、
て
ん

ぷ
ら
油
が
入
っ
て
い
た
元
の
容
器
に
入
れ
て

出
し
て
も
ら
え
ば
、
不
燃
ご
み
と
な
る
だ
け

の
容
器
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

回
収
す
る
時
に
備
え
て
、
て
ん
ぷ
ら
油
の

容
器
は
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
、

栓
が
で
き
な
い
容
器
で
は
漏
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

回
収
で
き
る
油
は
、
ご
家
庭
で
て
ん
ぷ
ら

に
使
用
し
た
植
物
性
の
食
用
油
で
す
。
て
ん

ぷ
ら
粕
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
消

費
期
限
が
過
ぎ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。
 

環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   使
用
済
み
の
ラ
イ
タ
ー
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
乾
電
池
、
体
温
計
は
そ

れ
ぞ
れ
分
別
し
、
燃
や
す
ご
み
の
日
に
、
他

の
物
と
は
別
に
し
て
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

特
に
ラ
イ
タ
ー
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
に
混
入
し

て
し
ま
う
と
収
集
車
内
で
発
火
し
、
大
事
故

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

分
別
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
6
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
戸
外
遊
び
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

  
平
成
20
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
、

平
成
13 
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
14 
年
4
月
１

日
ま
で
に
生
れ
た
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
 

健
康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
程
／
東
角
小
学
校
…
11 
月
15 
日
e
、
御
牧

小
学
校
…
11 
月
29
日
e
、
佐
山
小
学
校

…
11 
月
30
日
f
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
か
ら
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
 

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
 

就
学
時
健
康
診
断
 

使
用
済
み
ラ
イ
タ
ー
は
 

分
別
し
て
く
だ
さ
い
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

毒
物
・
劇
物
危
害
防
止
運
動
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  犬

・
猫
も
家
族
の
一
員
で
す
。
飼
い
方
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と
、
他
人
に

不
快
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

町
で
は
、
飼
い
主
が
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
の

処
理
な
ど
ふ
ん
害
の
防
止
に
関
す
る
意
識
を

高
め
、
地
域
の
環
境
美
化
に
寄
与
す
る
よ
う
、

「
犬
等
の
ふ
ん
害
の
防
止
に
関
す
る
要
綱
」

を
定
め
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
要
綱
の
周
知
と
実
効
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
周
知
看
板
を
設
置
し
た
り
、

犬
の
ふ
ん
の
多
い
場
所
や
苦
情
が
発
生
し
た

地
域
に
つ
い
て
は
、
啓
発
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

次
の
と
お
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

・
道
路
や
公
園
、
学
校
、
広
場
、
そ
の
他
の

公
共
施
設
は
、
犬
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

　
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
始
末

し
、
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

・
散
歩
の
際
の
犬
の
排
泄
は
、
し
つ
け
次
第

で
一
切
し
な
く
な
り
ま
す
が
、
で
き
な
い

場
合
は
、
人
家
や
花
壇
、
子
供
が
遊
ぶ
と

思
わ
れ
る
場
所
を
避
け
、
ふ
ん
は
持
ち
帰

り
、
お
し
っ
こ
 

　
も
で
き
る
だ
け
 

　
水
で
流
す
よ
う
 

　
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
 

 
 
境
保
全
課
 

 

 
 子

ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
が
休

日
な
ど
に
、
親
と
子
ど
も
で
遊
び
、
学
ぶ
な

ど
の
様
々
な
活
動
の
計
画
や
応
援
、
情
報
の

提
供
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
す
。
 

こ
の
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
う
中

学
生
、
高
校
生
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
 

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
様
々

な
活
動
を
し
た
い
人
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
）
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  
「
１
１
9
番
の
日
」
で
あ
る
11 
月
9
日
か

ら
15 
日
ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
の
前
に
、
火
災
予
防
の
思
想
を
広
め
、
火

災
に
よ
る
死
傷
者
お
よ
び
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
た
め
に
、
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

次
の
「
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
7

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
守
り
、
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
 

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。
 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。
 

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
消
火
器
を
設
置
す
る
。
 

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
18 
年
6
月

１
日
以
降
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
に
は
、
設
置

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
住

宅
に
も
、
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

警
報
器
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、
就
寝
中
な

ど
火
災
に
気
付
き
に
く
い
状
況
で
も
、
早
期

に
火
災
を
発
見
し
、
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
、
一
日
も
早
く

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

 
 

  
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
が
、

一
般
の
人
に
も
有
料
で
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
総
合
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
の

休
館
（
場
）
日
は
、
12 
月
29
日
か
ら
翌
年
の

１
月
3
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
 

犬
等
の
ふ
ん
害
の
防
止
に
 

関
す
る
要
綱
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
使
用
料
や
体
育
 

施
設
の
休
館（
場
）日
の
変
更
 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 

工期は、平成20年2月下旬まで 

▼田井処理分区（島田地内） 

工期は、平成20年3月中旬まで 

▼佐山処理分区（市田地内） 

工期は、平成20年3月中旬まで 

▼下津屋処理分区（下津屋地内） 
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町
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」
で
は
、

久
御
山
産
新
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
旬
の
秋
野
菜

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
 

日
時
／
11 
月
3
日
-
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2

時
頃
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
イ
オ
ン
シ
ネ
マ

前
仮
設
テ
ン
ト
 

内
容
／
久
御
山
産
新
米
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
の
試
食
・

販
売
、
秋
野
菜
の
特

売
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
町
農
産
物

直
売
所
運
営
協
議
会

事
務
局（
産
業
課
内
）
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
、
認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
分
で

自
分
の
こ
と
が
決
め
ら
れ
な
く
な
る
状
況
に

対
処
す
る
た
め
の
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く

講
演
会
を
開
き
ま
す
。
 

参
加
費
は
無
料
で
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
 

日
時
／
11 
月
8
日
e
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
講
演
…
「
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決

め
ら
れ
な
い
と
き
に
〜
権
利
を
守
る
方

法
教
え
ま
す
〜
」
　
講
師
…
司
法
書
士

竹
村
正
樹
さ
ん
、
京
都
府
社
会
福
祉
協

議
会
　
武
田
知
記
さ
ん
 

問
い
合
せ
／
同
協
議
会
 

  
宇
治
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明
会
を

開
き
ま
す
。
 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
①
11 
月
26
日
b
　
午
後
2
時
〜
4
時

②
11 
月
28
日
d
　
午
後
2
時
〜
4
時
　

③
11 
月
29
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
①
木
津
市
中
央
交
流
会
館
い
ず
み
ホ

ー
ル
（
木
津
市
木
津
宮
ノ
内
92
）
　
②

京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル（
京

田
辺
市
田
辺
80
）
　
③
宇
治
市
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
宇
治
市
折
居
台
1

の
1
）
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4（
4
 

　
　
4
）
4
１
4
１
 

  日
時
／
12 
月
3
日
b
　
午
後
１
時
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
 

対
象
／
膠
原
病
及
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人
や

そ
の
家
族
 

※
膠
原
病
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋

炎
、
慢
性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

宇
多
野
病
院
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科

医
長
　
柳
田
英
寿
医
師
 

定
員
／
先
着
6
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
12 
日
b
か

ら
、
府
山
城
北
保
健
所
保
健
室
1
0
7
 

　
　
7
4
（
2
１
）
2
9
１
１
へ
。
 

  
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を

め
ぐ
る
家
庭
や
職
場
で
の
悩
み
ご
と
、
も
め

ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
女
性
の
人
権
擁
護
委

員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

相
談
は
、
無
料
で
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
①
11 
月
12 
日
b
〜
16 
日
f
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
7
時
　
②
11 
月
17 
日
g
・

18 
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
5
時
 

相
談
窓
口
／
京
都
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

1
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0
 

        
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
人

を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

参
加
費
は
、
無
料
で
す
。
 

日
時
／
11 
月
17 
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
年
賀
状
づ
く
り
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
 

　
　
7
4
（
5
5
）
5
9
8
1
、
6
0
7
7
 

　
　
4
（
5
5
）
5
9
8
2
へ
。
電
話
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
可
 

 

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
11 
月
10 
日
g
（
10 
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
 

教
室
は
無
料
で
す
。
 

 
 日

時
／
11 
月
18 
日
a
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
3
年
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
 

内
容
／
過
冷
却
の
実
験
と
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

   

「
旬
菜
の
里
」
 

新
米
・
秋
野
菜
フ
ェ
ア
 

 

年
末
調
整
説
明
会
 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
 

難
病
相
談
（
膠
原
病
）
 

第
3
回
福
祉
講
演
会
 

申
し
込
み
は
11
月
１
日
E
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

ゆ
う
ホ
ー
ル
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

こ
う
げ
ん
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  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
11 
月
13 
日
c
・
14 
日
d
・
20
日
c
・

21
日
d
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
、

不
慣
れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
11 
月
7
日
d
・
8
日
e
・
14 
日
d
・

15 
日
e
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
、
エ
ク
セ
ル
教
室
で

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
11 
月
15 
日
e
・
16 
日
f
・
17 
日
g
【
3

回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の

人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
、
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
11 
月
6
日
c
　
午
後
１
時
〜
4
時
、

14 
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
、
23
日
f

午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

    
 

       日
時
／
11 
月
14 
日
d
・
28
日
d
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
 

  
       

  日
時
／
11 
月
21
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
内
容
は
「
世
界
遺
産
」

と
「
映
画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

  
日
時
／
11 
月
9
日
f
・
22
日
e
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

費
用
／
１
0
0
円
 

  
日
時
／
11 
月
9
日
f
・
16 
日
f
・
23
日
-
　

【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
10 
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
11 
月
10 
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7

時
30
分
、
17 
日
g
　
午
後
6
時
〜
7
時

（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
 

　
　
　
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
秋
の
夜
空
を
観
察
し

ま
す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
） 

           日
時
／
11 
月
15 
日
e
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
便
利
な
折
り
た
た
み
い
す
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
17 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
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  日
時
／
11 
月
23
日
-
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
24
日
g
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
、

25
日
a
　
⑤
午
前
9
時
〜
正
午
　
⑥

午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
木
登
り
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

                 日
時
／
11 
月
8
日
e
・
13 
日
c
・
23
日
-
・

26
日
b
　
午
後
7
時
〜
8
時
、
11 
月
4

日
a
・
11 
日
a
・
17 
日
g
・
25
日
a
午

前
10 
時
〜
11 
時
 

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。
）
 

  日
時
／
①
11 
月
10 
日
g
・
②
24
日
g
　
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②

小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
 

　
　
　
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

       日
時
／
11 
月
27
日
c
・
30
日
f
【
2
回
コ
ー

ス
】
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
毛
筆
で
年
賀
状
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
 

講
師
／
日
垣
翠
峰
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

       
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

11 
月
13 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　

役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
（
面
接
相
談
）
 

11 
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・

御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

※
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11 
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
は
、
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

11 
月
13 
日
c
・
27
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

11 
月
8
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
8
日
e
・
22
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

11 
月
15 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
） 

※
申
し
込
み
は
同
協
議
会
へ
。
 

   【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申
し
込
み
は
11 
月
1
日
E
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

申
し
込
み
は
11
月
1
日
E
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 4 1人　 
8 , 5 2 5人　 
8 , 6 1 6人　 
6 , 7 0 3世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 3人　 
8人　 
6 2人　 
8 3人　 

〈9月中の動き〉 

〈10月1日現在〉 

（
前
月
比
／
増
４
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

小
学
生
工
作
教
室
 

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室
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※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センターです。母子健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 1日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

2日F

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

10日G

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成18年2月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

9日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年7月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

8日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成19年1月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

5日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成17年4月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

26日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

26日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成16年4月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

16日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 8日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
・3か月以上6か月未満の乳児 
　（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（10月15日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

離 乳 食 教 室  午後1時～1時15分 
満3か月から10か月児
の保護者 

離乳食の指導、作り方の実習と試食
（初期・中期・後期） 

14日D
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地 

東佐山団地・久御山団地 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

7日 
（第１水曜日） 
21日 

（第３水曜日） 

14日 
（第２水曜日） 
28日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

19日B

20日C

1日E
22日E

14日（第２水曜日） 

※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

11月のごみ・し尿収集日 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
二
日
、

奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
は
、
ふ
る
さ

と
佐
山
と
目
と
鼻
の
先
の
宇
治
に
着
い

た
。「
道
中
扣
」
に
は
、
走
井
か
ら
宇
治

ま
で
の
間
は
何
も
記
載
が
な
い
。
恐
ら

く
小
休
息
も
せ
ず
、
一
路
宇
治
へ
と
急

い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
一

行
が
通
り
過
ぎ
た
奈
良
街
道
の
様
子
を

少
し
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
 

東
海
道
と
奈
良
街
道
の
分
岐
点
で
あ

る
追
分
を
左
に
と
り
、
し
ば
ら
く
街
道

を
進
む
と
大
塚
を
経
て
大
宅
に
入
る
。

さ
ら
に
街
道
を
南
下
し
、
小
野
・
醍
醐

を
過
ぎ
、
そ
し
て
一
言
寺
前
を
過
ぎ
る

と
日
野
道
と
の
分
岐
点
で
あ
る
。
こ
の

分
岐
点
を
右
に
と
れ
ば
、石
田
の
杜（
天

穂
日
命
神
社
）
に
出
る
が
、
奈
良
街
道

の
道
筋
は
、
巨
椋
池
の
湿
地
帯
を
避
け

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
御
蔵
山
の
山
麓
沿

い
を
南
西
に
進
む
。
街
道
は
六
地
蔵
奈

良
町
を
左
に
と
り
、
木
幡
・
五
ヶ
庄
・

三
室
戸
を
経
て
宇
治
橋
ま
で
約
一
里
（
約

四
キ
ロ
）
の
道
程
で
あ
る
。
 

さ
て
、
一
行
は
宇
治
の
「
か
ご
松
」

と
い
う
旅
籠
で
休
息
し
、「
は
つ
・
数
の

子
」
を
肴
に
、
杯
を
酌
み
交
わ
し
た
。
 

こ
の
「
か
ご
松
」
で
の
飲
食
は
一
人

三
二
文
で
あ
っ
た
が
、
三
郎
兵
衛
さ
ん

は
、
五
○
文
の
菓
子
袋
を
三
つ
と
、
一

○
個
入
り
の
饅
頭
三
つ
を
一
○
○
文
で

買
っ
て
い
る
。
帰
路
、
宿
場
ご
と
で
買

い
求
め
た
土
産
物
は
、
青
海
苔
・
楊
枝

箱
・
色
貝
・
し
ゃ
も
じ
・
笛
・
煙
草
入

れ
・
し
ら
梅
（
羊
羹
）・
籐
き
ん
ち
ゃ

く
・
手
拭
・
走
り
井
餅
・
い
を
（
藺
草

の
紐
）
に
宇
治
の
買
物
を
含
め
る
と
、

土
産
代
は
二
三
五
二
文
余
り
と
な
る
。

三
郎
兵
衛
さ
ん
は
、
親
類
や
講
中
へ
旅

の
証
と
し
て
、
ま
た
、
何
よ
り
も
帰
村

を
待
ち
望
む
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

持
ち
重
り
が
す
る
の
も
い
と
わ
ず
、
多

く
の
土
産
を
買
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
が

休
息
し
た
宇
治
の
「
か
ご
松
」
は
、
ど

こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が

ら
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
文
久
元
年
（
一

八
六
一
）
の
深
見
篤
慶
（
三
河
岡
崎
の

豪
商
）
の
紀
行
文
に
「
か
ご
や
」
に
泊

ま
っ
た
こ
と
が
み
え
、
ま
た
、
明
治
十

年
ご
ろ
（
一
八
七
七
）
の
「
大
坂
御
幣

講
道
案
内
」
に
、
宇
治
橋
東
詰
に
「
か

ご
新
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
か

が
「
か
ご
松
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
 

宇
治
の
「
か
ご
松
」
で
ゆ
っ
く
り
休

息
し
た
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
は
、
約
半

里
の
道
を
歩
き
神
明
（
現
宇
治
市
神
明

町
）
を
経
て
、
広
野
新
田
に
着
い
た
。
 

こ
の
広
野
新
田
は
、
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
淀
藩
主
永
井
尚
政
が
奈
良
・

大
和
両
街
道
の
分
岐
点
を
中
心
と
す
る

路
傍
に
民
家
を
移
し
て
新
田
集
落
（
大

久
保
新
田
）
と
し
た
も
の
で
、
広
野
新

田
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

当
地
は
両
街
道
の
追
分
と
し
て
に
ぎ
わ

い
、
商
家
・
旅
籠
も
多
く
、
宿
駅
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
 

さ
て
、
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
が
、
八

ツ
半
（
午
後
三
時
）
に
広
野
新
田
の
旅

籠
「
宇
治
屋
」（
現
宇
治
市
広
野
町
東
裏
）

に
到
着
す
る
と
、
す
で
に
佐
山
か
ら
親

類
や
講
中
が
坂
迎
に
来
て
い
た
。
 

早
速
、
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
の
無
事

帰
村
を
祝
っ
て
、
酒
宴
が
開
か
れ
た
。

大
平
鉢
に
は
、
蒲
鉾
・
筍
、
椎
茸
・
に

し
き
麸
な
ど
が
盛
ら
れ
、
小
鉢
の
あ
さ

り
・
生
節
・
た
に
し
を
酒
の
肴
に
、
道

中
話
し
に
花
が
咲
き
、
酒
宴
は
た
い
そ

う
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
伊
勢
参
り
に
要
し

た
諸
費
用
の
総
額
は
、
七
貫
一
○
六
文

（
約
一
両
三
分
）
で
あ
っ
た
。
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
に
東
一
口
村
の
九
人

が
、
三
十
四
日
を
か
け
て
西
国
観
音
巡

礼
を
し
た
時
の
費
用
は
、約
八
貫
文（
約

二
両
）
で
あ
る
。
伊
勢
参
り
の
日
程
が

七
日
、
西
国
巡
礼
の
五
分
の
一
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
費
用
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

物
価
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
随
分
、

贅
沢
な
旅
で
あ
っ
た
感
が
す
る
。
信
仰

三
分
、
遊
山
七
分
と
で
も
い
え
そ
う
で

あ
る
。
近
世
に
数
十
組
も
あ
っ
た
久
御

山
の
伊
勢
講
す
べ
て
が
、
こ
の
よ
う
な

贅
沢
な
旅
を
し
た
の
で
は
な
い
。
 

近
世
、
街
道
と
宿
駅
の
整
備
が
進
み
、

人
々
は
気
軽
に
旅
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
庶
民
の
旅
、
と
り

わ
け
信
仰
に
基
づ
く
旅
の
多
く
は
、
慎

ま
し
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
 

最
後
に
、
奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
は
明

治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
六
十
二
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三

郎
兵
衛
さ
ん
が
、
伊
勢
代
参
の
旅
を
し

た
の
は
三
十
九
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
 

今
号
を
も
っ
て
、
「
ふ
る
さ
と
の
旅

日
記
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
り
ま
す
。
 

伊
勢
代
参
の
旅
を
終
え
て
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▲宇治屋の辻（奈良・大和街道の分岐点） 

24

第65回 伊勢参宮道中記（11） 伊勢参りの風景 


